
令和４年度第１回 立川市ごみ市民委員会 議事要旨 

 

件 名 令和４年度第１回 立川市ごみ市民委員会  

日 時 令和４年 10 月 21 日(金) 13:30～15:30 場所
立川市役所 

208・209 会議室 

出席者 

委 員：ごみ市民委員会委員（８名） 

事務局：ごみ減量化担当部長 

ごみ対策課長、計画推進係長、計画推進係（２名） 

家庭ごみ収集係長、事業系ごみ減量係長、リサイクルセンター係長 

清掃事務所長、管理係長 

新清掃工場準備室長、調整係長、設備係長 

資 料 会議次第、資料１～資料 5 

 

会議概要 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

・原委員長より開会のあいさつがあった。 

 

３ 議題 

〇第１回ごみ市民委員会議事要旨の確認 

  ・指摘事項なし 

〇立川市クリーンセンターたちむにぃについて 

  ・事務局よりクリーンセンターたちむにぃの目指すもの、建設までの経緯と今後の予

定についてスライドに沿って説明を行った。 

 主な質疑等 

 ・余ったエネルギーの有効利用について、例えばお湯を配るなどはするのか。 

 ➣発電したボイラーで蒸気を作りその熱を利用してお湯を沸かす機能はあるが、お湯

の用途については現在検討中である。 

 ・敷地内にある緩衝帯についてはイベントなどで市民が有効利用できるか。 

 ➣日中は自由に出入りできるようにし、また、環境学習などで会議室は借りることが

できるようにしている。今後詳細なご案内ができればと思っている。 

   ・余ったエネルギーについて、売電とあるが、これは電力会社に余った電気を売ると

いうことでよいか。また、今月はこれだけ発電したというような内容を市民の目に

触れるように発表してほしい。 



  ➣売電についてはその認識で合っている。発電量については施設見学のルートの大き

なモニターに「このくらい発電している」と表示をする。また、ホームぺージなど

で市民にお知らせもしていきたい。 

  ・緩衝帯については、立川市独自のルーツが分かる植生を復元する等工夫していただ

きたい。 

➣武蔵野の雑木林を中心とした植栽計画を専門家の方とご意見をいただいて議論して

いるところである。 

  ・昭島市域なのか。 

  ➣現在は国有地で、国から無償で借りている。緩衝帯も含めて住所としては泉町 2002

番地になる。 

  ・ダイオキシンは大丈夫か 

  ➣約 900 度の高温で償却し、ダイオキシンが発生しないように薬剤を墳霧するなど対

策を行う。焼却の過程でダイオキシンは発生するが、普段施設外に漏れることはな

い。 

  ・今使っている若葉町の清掃工場はどうなるのか。 

  ➣残っているごみを燃やし切る。 

  ・施設見学はいつからできるか。 

   一般の方は３月下頃より自由に見学できるが、団体の方については職員がしっかり

と案内ができるように練習期間が必要なため、５月以降を考えている。 

 

〇立川市一般廃棄物処理基本計画について 

   ・事務局より一般廃棄物処理基本計画の令和３年度、令和４年度の取組状況、令和４

年度の目標値について資料に基づいて説明を行った。 

  ・事務局より取り組み状況の中で、ごみ対策課で行っている各種事業説明を行った。 

   ①生ごみ処理機の補助金について 

   ②ゴミ出しサポートシール制度について 

   ③リサイクル情報誌「西砂からの風」の発行について 

   ④環境フェア（10 月 2 日）、楽市（11 月 12 日・13 日）への出店について 

   ⑤手前どり POP 運動について 

   ⑥総合リサイクルセンター老朽化対策と設備機能の検討について 

  ・原委員長の進行により、各委員がそれぞれの立場から自由に発言し、意見交換を行

った。 

    

 

 

 

 

 



 

 

主な質疑等 

・生活様式が新型コロナウイルスの影響を受ける前後で変わってきていると感じる。 

立川市はごみの排出量など高い目標を設定しているが、今後も今ぐらいの数値を目

標に定めるのか、また、軌道修正し、新規の事業を進めていく可能性はあるのか。 

➣計画を定めた時期から生活様式が激変してしまったので、次の計画を立てる際には

ある程度の見直しが必要なのではないか。また、立川市は多摩 26 市の中でも１人当

たりのごみの排出量が３番目に少なく、市民一人ひとりの意識が高い。今後は年末

年始にかけて生ごみに含まれる水分を減らすためにひと絞りするという運動を行

い、市民に協力を促したい。 

・日の出町には埋め立て用のごみは一切送られていないのか。 

➣昔は工場から出る残渣を埋め立て用に日の出町に運んでいたが、現在は残渣を清掃

工場で焼却し、焼却灰を運んでいる。リサイクルセンターも以前は破砕されたごみ

を二つ塚に運んでいたが、現在は清掃工場に運んでいる。それらはすべてエコセメ

ント化している。 

 

４ その他確認事項 

・立川市審議会等会議公開規則に従い当委員会を公開することを報告した。 

・委員会資料、会議録（議事要旨）は基本的にホームページ等で公開することを確認

した。ただし、個人情報については非公開とすることを確認した。 

   

５ 次回日程 

   ・次回は立川市クリーンセンターたちむにぃの見学を予定しており、日程について

は改めて調整を行う。                           

以上

 

 


